



















部学科の初修外国語は各学期 1 単位、通年 2 単位、すなわち 90 分授業週 1 枠、前後期 1 年間で
終了し、その後は履修の機会を与えられていない。2 年次以降の教育につながらないカリキュラ
ムの下では、継続して勉強しようという動機付けに乏しい。また配置すべき人員の不足により 1
クラスの受講者数は多く、40 名以上の受講生を擁するクラス、甚だしい場合には 60 名を越える




性”（語学全体の平均 3.81 に対し 3.47）、“説明・発声の適切さ”（全体 3.94 に対し 3.65）、
“創意工夫”（全体 3.83 に対し 3.57）、“総合評価”（全体 3.86 に対し 3.63）の各項目で全
科目中最も低いポイントを得た。“目的意識”が語学全体の平均 3.72 ポイントに対して 3.36、



























































そこで筆者は 1 週間に 10 人～15 人の受講生を指名し、指定時間に研究室に出頭、教
科書の課題文の音読或いは暗誦を命じた。大体 1 人が 1，2 ヶ月に 1 度来室することとなる。授
業の進度についてこられない受講生を優先して指名し、また授業に向き合う態度の良好ではない





のクラスではこの個人レッスンに必要な時間を捻出する為に毎回の授業は 10 分から 15 分早め
に切り上げて終了した。夏季には膨大な電力を消費し空調に頼ろうとも、結局炎暑により効率が
上がらぬ為、規定よりも 1,2 週間早く閉講した。これにより教員・受講生ともに士気が高まり、
授業以外に別途出頭を命じられることに対して不満は出なかった。 
おわりに 
1 年を経て受講生の中国語能力は、文法習得の到達度は個人差が大きいものの、発音は
ほぼ全員が格段に上達した。これは彼らが「学びなおし」の必要に迫られた時に必ず役に立つも
のであると筆者は考えている。 
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本授業では学生に対して厳格に対処した。この点は彼らの一部にとって受け入れがた
いものであったと思われる。ところで、大学を卒業した学生を待っているのは理不尽な社会であ
る。彼らはとにかく我慢して着席し、目上の人間のつまらない繰り言に耳を傾けねばならない。
これは如何なる文化圏においても、実績と実力に欠けた人間に科せられた宿命である。語学の学
習は忍耐と切り離せない。彼らにこのことをきちんと学ばせることは、語学の学習以前の問題、
社会性の涵養という側面でも有益である。波風を立てず大過なく卒業させればそれで良し、とい
うのも見識の一つであろう。ただし学生のニーズというものは、現在学生である彼らが全てを理
解しているわけではない。 
当クラスは以上のような精神論を事ある毎に説き実践するので“整合性が高い”と評
価されたと理解している。分かりやすく言うと、「このイヌはかみつきます。注意しましょう」
と書かれた看板（シラバス）を信用せず、イヌに手を差し出したら本当にかみつかれた、嘘じゃ
なかった、という評価にすぎない。語学教育を専門としない教員に出来るのは、この程度の内容
の授業である。筆者の授業は教育というよりは調教ではないか、との批判は甘んじて受けたい。 
しかしながら随分と後になって筆者の授業を受けたことを思い出す学生もいると聞く。
望外の喜びである。
